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宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
関根（内科）、山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･松尾・小池（後期研修医）、堀･大野･谷口･黒木･合田（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
11
月
30
日
で
、
当
選

者
は
1
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

休　診

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.162)（No.162)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

【
10
月
号
の
答
え
】 

【
9
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
22
通
）

（
正
解　

21
通
）

三
輪　

邦
彦
さ
ん
（
日 

向 

市
）

坂
本　

愛
理
さ
ん
（
西 

都 

市
）

矢
野　

靖
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

宮
口
美
紀
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

中
武
リ
ツ
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

①
ウ
・
②
エ
・
③
ア
・
④
イ
、

①
③
・
②
エ
・
ア
ウ
・
④
イ
、

①
ア
・
②
エ
・
③
ウ
・
④
イ

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～
19：00まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

「
団
塊
の
世
代
」
を
ど
の

様
に
、
考
え
れ
ば
良
い
の

だ
ろ
う
。
働
き
盛
り
の
頃

は
、も
て
は
や
さ
れ
、
色
々

な
職
業
に
付
き
、
ひ
た
す

ら
わ
き
目
も
振
ら
ず
働
い

て
き
た
世
代
。
今
に
な
る

と
、
若
干
？
じ
ゃ
ま
も
の

扱
い
さ
れ
始
め
て
い
る
▼

2
0
2
5
年
か
ら
2
0
4
0

年
を
ど
の
様
に
迎
え
る
の

か
？
元
気
な
体
の
人
、
介

護
の
必
要
な
人
の
バ
ラ
ン

ス
が
ど
う
な
る
の
か
？
こ

れ
か
ら
の
予
防
に
か
か
っ

て
い
る
と
行
政
は
考
え
る

▼
本
人
達
は
、
ど
う
考
え
、

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
？

好
き
で
介
護
を
受
け
る

人
は
い
な
い
。
し
か
し
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、

す
べ
て
の
人
が
望
ま
し
い

介
護
が
受
け
ら
れ
る
の

か
？
疑
問
が
の
こ
る
▼
受

け
皿
、
受
け
皿
と
言
っ
て

い
る
が
、
そ
の
受
け
皿
が

段
々
小
さ
く
な
っ
て
い
る

の
が
、
現
状
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
専
門
職
の
人
材

不
足
を
ど
う
す
る
の
か
？

人
材
は
い
る
の
だ
が
、
確

保
出
来
な
い
。
専
門
職
の

処
遇
改
善
を
1
日
も
早

く
実
施
し
て
、「
団
塊
の

世
代
」の
人
達
が
、
安
心
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
明
る
い

未
来
の
あ
る
社
会
に
す
る

事
が
求
め
ら
れ
る
。　

   

（
Ｎ
・
Ｙ
）

FAX 29-4839居宅介護支援事業所 ☎(0985)24-6545
FAX 31-1452
FAX 26-1944

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24 6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

いいいい
どどど
つ
どど
つつつつ
のののののの

合合合合合

区区

北北北北北
県
北
地
区
組
合
員
の
つ
ど
いいいいいいい
どど
い
どど
つつ
ど
つつつ
の
つ
のの
つ
のののの
員員
の
員員員員
合合
員
合合合合
組組
合
組組組組
区区
組
区
組
区区
地
区区
地地地
北
地地地
北北北
県
北北北
県
北
県県県県県県県
北
地
区
組
合
員
の
つ
ど
い

県
北
地
区
組
合
員
の
つ
ど
い

県
北
地
区
組
合
員
の
つ
ど
い

9
月
21
日（
木
）、
県
北
・
南
方
・
日
向
支
部
か
ら
83

名
参
加
の
県
北
地
区
組
合
員
の
つ
ど
い
を
、
延
岡
市
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は『
ザ
・
思
い
や
り
』の
映
画
鑑
賞
を
、第
二
部
は

『
介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
』
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。映
画
鑑
賞
で
は
、
思
い
や
り
予
算
の
実
態
を

み
て
「
み
ん
な
の
税
金
を
勝
手
に
使
っ
て
腹
が
立
つ
。国

民
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
ほ
し
い
」「
映
画
の
よ
う
な
実
態

や
国
民
の
声
を
無
視
し
て
の
選
挙
は
許
さ
れ
な
い
」な
ど

の
感
想
や
意
見
が
で
ま
し
た
。介
護
問
題
学
習
会
で
は
、

介
護
保
険
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
や
そ
の
後
の
改
定

で
重
ね
ら
れ
て
き
た
今
日
の
現
状
、
介
護
保
険
制
度
の

利
用
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
木
村
宏
輔
さ
ん
（
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
そ
れ
い
ゆ
）、
安
藤
和
美
さ
ん
（
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
い
ゆ
）
か
ら
分
か
り
や
す
い

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

次
々
と
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
一
定
の
所
得
以
上
の
方
々

の
保
険
料
や
利
用
料
が
2
割
・
3
割
へ
と
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は「
一
体
こ
の
先
、介
護
保
険
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
」と
不
安
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

宮
崎
医
療
生
協
の
方

針
に
基
づ
い
た
『
秋
の
医

療
生
協
強
化
月
間
』
に

向
け
3
つ
の
支
部
か
ら

趣
向
を
こ
ら
し
た
計
画

の
報
告
が
行
わ
れ
、
宮

崎
医
療
生
協
理
事
の
水

永
玲
子
さ
ん
が
「
み
な

さ
ん
の
計
画
を
成
功
さ

せ
て
『
月
間
』
で
大
き
な

成
果
を
上
げ
ま
し
ょ

う
」と
、
閉
会
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。（
県
北

支
部
茄
子
田
和
哉
）

9
月
22
日（
金
）、

都
北
支
部
は
都

城
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。8
月
か

ら
支
部
長
入
院

の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
気
を
も
み
な
が

ら
の
「
つ
ど
い
」で

し
た
が
、
61
人
の

参
加
を
得
ら
れ

て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。今
季
は
安
岡

カ
ツ
子
支
部
長
が
骨
折
で
入
院
し
て
の「
つ
ど
い
」で

し
た
が
、
入
院
し
て
い
て
も
気
に
な
っ
て
か
、
あ
っ
ち

こ
っ
ち
電
話
を
か
け
ま
く
り
（
周
り
は
…
）。で
も

残
っ
た
運
営
委
員
の
が
ん
ば
り
と
田
中
笑
子
理
事

の
準
備
の
細
や
か
さ
で
、
結
果
成
功
し
た
の
で
は
な

介護保険制度の話をする木村宏輔さん介護保険制度の話をする木村宏輔さん

　日本の高齢期運動は、戦後の労働組合運動や社会保障運動をその源としてい
ます。1986年の老人保健法改悪を機に、33氏の運動家や研究者が高齢者国民
大運動アピールで「平和で豊かな明日をめざして」を発表。全国各地の民主団体
や老人クラブ、労働組合などがそれに賛同し、自覚的民主的な高齢者大会として
1987年9月京都で第1回高齢者大会が開かれ毎年開催しています。下記の大会
開催県をお答えください。今年の第31回大会開催は、沖縄県でした。

　

県
内
3
つ
の
地
区
で
組
合
員
の
つ
ど
い
を
開
催
し
、
秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
学
習
会
や
交
流
で
お
互
い
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

い
で
し
ょ
う
か
。今
季
は
支
部
結
成
20
周
年
の
節
目

で
し
た
の
で
、何
を
目
玉
に
す
る
か
大
変
で
し
た
。

午
前
10
時
き
っ
か
り
、
田
中
理
事
の
支
部
状
況
報

告
に
始
ま
り
、
支
部
長
の
全
国
四
課
題
の
提
案
。そ

し
て
長
年
の
苦
労
人
2
人
、
熊
谷
ヨ
シ
子
さ
ん
（
県

内
最
高
齢
の
運
営
委
員
92
歳
）と
山
口
富
美
栄
運
営

委
員
さ
ん
の
話
し
、
2
0
1
2
年
ま
で
都
北
支
部
担

当
だ
っ
た
宮
崎
医
療
生
協
組
織
部
の
宮
田
宗
三
さ

ん
の
話
を
楽
し
く
聞
き
ま
し
た
。ま
た
宮
崎
地
区
の

「
集
い
」で
表
彰
さ
れ
た
短
歌
2
名
（
萩
原
静
男
さ
ん

と
桑
山
昭
子
さ
ん
）へ
の
伝
達
。そ
の
後
、
会
場
を
移

り
20
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
、
重
信
優
さ
ん（
元
、Ｕ
Ｍ
Ｋ

テ
レ
ビ
宮
崎
番
組
出
演
）
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
津
軽

三
味
線
演
奏
を
聞
き
ま
し
た
。

午
後
は
昼
食
の
後
バ
ザ
ー
で
し
た
。今
年
は
花
や

野
菜
が
多
か
っ
た
で
す
。後
片
付
け
を
し
て
、
会
館
下

の『
菜
の
花
館
』で
お
茶
を
し
な
が
ら
ま
と
め
の
会
を

し
ま
し
た
。支
部
長
さ
ん
に
は
「
無
理
し
て
病
院
を

出
な
く
て
も
ゆ
っ
く
り
し
て
」
と
言
い
、
14
時
す
ぎ

「
今
日
は
成
功
だ
っ
た
」
と
思
い
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
家

路
へ
と
別
れ
ま
し
た
。当
日
は
1
名
の
組
合
員
加
入

の
報
告
も
聞
き
ま
し
た
。（
都
北
支
部　

岩
切
正
道
）

＊
宮
崎
地
区
の
つ
ど
い
は
、10
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

『
計
画
を
成
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上
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上
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『
計
画
を
成
功
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て
月
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大
き
な
成
果
を
上
げ
よ
う
！
』
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部
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支
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支
部
結
成
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。

  

記
念
ラ
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『
支
部
結
成
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。

  

記
念
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ブ
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楽
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』

『
支
部
結
成
20
周
年
。

  

記
念
ラ
イ
ブ
で
楽
し
い
つ
ど
い
』

重信優さんによる記念ライブ重信優さんによる記念ライブ

①第２回大会（1988年）飯坂温泉　　②第５回大会（1991年）片山津温泉
③第７回大会（1993年）花巻温泉　　④第８回大会（1994年）道後温泉
⑤第９回大会（1995年）水上温泉　　⑥第１２回大会（1998年）戸倉上山田温泉
⑦第22回大会（2008年）朱鷺メッセ

ア）岩手県　イ）新潟県　ウ）福島県
エ）石川県　オ）群馬県　カ）長野県
キ）愛媛県

＜訂正とお詫び＞
10月号のクイズは、問題および回答選択肢の
中の答えが混乱していました。編集委員会から
お詫び申し上げます。従って10月号の回答は、
①ウ・②エ・③ア・④イ、①③・②エ・アウ・④イ、
①ア・②エ・③ウ・④イを正解とします。
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致
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強
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間
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に
向
け
て
キ
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ク
オ
フ
集
会
で
意
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一
致

〝
秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
〞
に
向
け
て
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
で
意
志
一
致

10
月
・
11
月
は
医

療
生
協
を
大
き
く
す

る『
秋
の
医
療
生
協
強

化
月
間
』で
す
。
月
間

ス
タ
ー
ト
前
の
9
月

19
日
、
宮
崎
生
協
病

院
で
は
組
合
員
さ
ん

と
職
員
合
わ
せ
て
約

70
名
が
一
同
に
集
ま
り〝
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
〞を
行
い

ま
し
た
。
月
間
推
進
委
員
の
黒
木
将
英
研
修
医
が

「
平
和
活
動
や
健
康
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、

協
力
し
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
月
間
を
最
後
ま
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
組
合
員
を
代
表
し

て
大
西
省
三
理
事
と
小
松
支
部
の
黒
木
愛
子
支
部

長
が
、
ま
た
看
護
部
門
や
健
康
診
断
課
な
ど
6
部

門
か
ら
月
間
で
の
取
り

組
み
や
意
気
込
み
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
生

協
病
院
を
は
じ
め
4
つ

の
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
行
わ
れ
、
月
間
で
は

1
，
0
0
0
名
の
仲
間

増
や
し
と
出
資
金
増
資

1
，7
0
0
万
円
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。

月間の訴えを行う黒木研修医月間の訴えを行う黒木研修医

和知川原生協クリニックでも
「月間がんばろう集会を開催
和知川原生協クリニックでも
「月間がんばろう集会を開催



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

2
0
1
７
年
10
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
10
月
14
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①9月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありました。
9月18日までの組合員増やしは49名（目標91名）、出資金増資は59.6万円（目
標228万円）と目標を下回りました。班づくりは1班（目標9班）、班会開催は80
班（目標97班）でした。
　秋の医療生協強化月間のプレ月間の取り組み（9月19日～10月2日）は、組
合員増やし181名（目標200名）でした。3地区で開催した組合員のつどいで、
宮崎地区は原水爆禁止世界大会の報告や大腸がんの講演（128名）などが。県
北地区は“ザ・思いやり”映画上映、介護保険学習会（83名）などが。都北地
区は支部結成20周年（61名）などの内容で開催しました。また宮崎生協病院を
はじめ5つの院所で“秋の医療生協強化月間のキックオフ集会”に組合員さんと
職員合わせて136名が参加しました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「辺野古基地移設問
題」「オスプレイ緊急着陸」「柏崎刈羽原発、福島原発廃炉工程変更」「糖尿病疑
い成人初の1万人の突破」「宮崎県熱中症搬送2011年以降最多」の報告があり
ました。また「原発事故について国、東電の責任を認める地裁判決」「高江での
米軍ヘリ炎上」「介護ウェーブ」「11/11に開催予定の介護・認知症なんでも電話
相談」の紹介もありました。
③8月度（＆累計）の経営概況について報告がありました。8月の法人の経常利益
は973.2万円（予算差▲297.1万円）、累計では1,773.9万円（予算差▲
1,390.9万円）の到達でした。
④東大宮地区・木花地区「お宝発見・発展・発信事業」の提案を行いました。今
回は東大宮地区での応募を提案します。10月24日の地区理事支部長合同会議
での承認を得、その結果を受けて12月理事会で正式決定とします。
⑤業務監査として、グループホームにじの樹、訪問看護ステーションれいんぼう、
居宅介護支援事業所れいんぼうの報告がありました。現金監査として、宮崎生協
病院、和知川原生協クリニック、グループホームにじの樹、訪問看護ステーショ
ンれいんぼう、デイサービス和知川原の監査報告がありました。
⑥障害者雇用の賃金（時給）改定について提案がありました。
⑦宮崎生協病院の病床機能変更について提案がありました。

＜審議・決定事項＞

①9月度事業所活動について報告・承認しました。
②9月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③9月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
④9月度県連学習教育委員会について報告・承認しました。
⑤9月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認をしました。
⑥9月度経営協議会について報告・承認しました。
⑦第28期6回、7回常勤理事会について報告・承認しました。
⑧宮崎民医連第9期第4回理事会について報告・承認しました。
⑨宮崎県社保協第5回幹事会について報告・承認しました。
⑩人事について報告・承認しました。
⑪厚生労働省社会・援護局通知（消費生活協同組合の政治的中立の確保）につい
て報告・承認しました。

■新規加入者  １７３名（9/1～9/30）

■出 資 金  ５億６,６８７ 万円

■班　　　数  ３１９ 班

今、宮崎医療生協は 2017年9月末現在

■総組合員数  ４９,１５５ 名

■平均出資金  １１,５３２ 円

■               ２０,４７５ 部おげんきですか
手配り配布数

〈
短
歌
〉
　
　
　
　
　
　
　
　

  
萩
原 
静
雄（
都
北
支
部
）

〈
川
柳
〉
　
　
　
　
　
　
　
　

  

水
永 

玲
子（
日
向
支
部
）

　
「〝
配
る
だ
け
な
ら
〞と
引
き
受
け
て
か
ら
四
・
五
年

た
ち
ま
し
た
。
配
れ
な
い
時
は
組
合
員
の
相
良
さ
ん
に

お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
月
一
回
の
配
布
は

私
に
と
っ
て
当
た
り
前
」と
語
る
小
松
支
部
の
鶴
田
啓
子

さ
ん
。
組
合
員
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ「
お
疲
れ
様
」と
言

わ
れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
す
。
た
ま
に
は
長
話

し
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
良
い
交
流
の
機
会
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
体
調
に
気
を
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
長
く〝
お
げ

ん
き
で
す
か
〞の
配
布
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。（
小
松
支
部
運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 

０
９
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５
・
３
１
・
９
０
５
５
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と
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署
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束
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ア
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や
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せ
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」
誰
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責
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と
れ
ま
せ
ん

「
や
せ
ま
せ
ん
」
誰
も
責
任
と
れ
ま
せ
ん

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

今
年
度
第
1
回
保
健
学
校
を
開
き
ま
し
た

今
年
度
第
1
回
保
健
学
校
を
開
き
ま
し
た

今
年
度
第
1
回
保
健
学
校
を
開
き
ま
し
た

〝
生
活
習
慣
病
・
貧
血
予
防
の
食
事
〞
に
つ
い
て

〝
生
活
習
慣
病
・
貧
血
予
防
の
食
事
〞
に
つ
い
て

〝
生
活
習
慣
病
・
貧
血
予
防
の
食
事
〞
に
つ
い
て

小
松
支
部

は
9
月
27
日

（
水
）、
宮
崎

市
食
生
活
改

善
推
進
協
議

会
の
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
4
名

を
講
師
に
、

第
1
回
保
健

学
校
を
宮
崎

市
小
松
台
ハ

イ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

17
名
、
み
や
ざ
き
ピ
ー
マ
ン
餃
子
、
さ
と

い
も
の
白
和
え
、
も
ず
く
ト
マ
ト
ス
ー
プ
、

り
ん
ご
コ
ン
ポ
ー
ト
の
4
品
で
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
た
っ
ぷ
り
の
あ
ん
を
包
ん
だ
餃

子
の
形
を
比
べ
っ
こ
し
な
が
ら
久
し
ぶ
り

に
手
作
り
す
る
な
ど
楽
し
く
実
習
し
ま
し

た
。
体
内
の
酸
素
不
足
か
ら
起
こ
る
脳
貧

血
と
貧
血
、
低
血
圧
と
貧
血
な
ど
の
疑
問

点
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き「
貧
血

は
急
に
症
状
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
日

頃
の
偏
っ
た
食
生
活
習
慣
が
時
間
を
か
け

て
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
。
子
ど
も
の

食
育
は
大
人
の
意
識
と
行
動
が
第
一
歩
。

ま
た
高
齢
に
な
る
と
食
物
の
好
き
嫌
い
が

激
し
く
な
り
、
自
分
の
好
み
だ
け
に
偏
ら

な
い
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
こ
と
」

な
ど
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
調
理
実
習

の
楽
し
み
は
何
と
い
っ
て
も
試
食
会
。
り

ん
ご
コ
ン
ポ
ー
ト
の
デ
ザ
ー
ト
を
い
た
だ

く
と
き
は
、
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入

れ
る
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
小

松
支
部
長　

黒
木
愛
子
）

土
呂
久
鉱
害
講
演
会
で
ヒ
素
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ

土
呂
久
鉱
害
講
演
会
で
ヒ
素
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ

土
呂
久
鉱
害
講
演
会
で
ヒ
素
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ

土
呂
久
鉱
害
講
演
会
で
ヒ
素
中
毒
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ

長
年
に
わ
た
り
土
呂
久
鉱
害
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
川
原
一
之
氏（
元
、
朝
日
新
聞
記

者
）に
よ
る
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
土
呂
久
鉱
山
は
、
江
戸
時
代
に
開

か
れ
、
大
正
に
入
り
亜
ヒ
酸
を
産
出
し
た
。

亜
ヒ
酸
は
、
石
見
銀
山
ネ
ズ
ミ
捕
り
で
も

知
ら
れ
る
有
毒
物
質
で
あ
る
。
土
呂
久
は

狭
い
谷
間
の
集
落
の
真
ん
中
に
鉱
山
が
あ

り
、
登
り
窯
で
亜
ヒ
酸
を
製
造
し
た
。
窯

か
ら
の
ヒ
素
を
含
ん
だ
煙
や
健
康
を
害
す

る
物
質
を
含
ん
だ
廃
棄
石
の
山
も
あ
っ
た
。

1
9
2
5
年
に
ヒ
素
中
毒
が
原
因
と
思

わ
れ
る
牛
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
が
、
県
は

取
り
上
げ
な

か
っ
た
。
そ
の

後
、
家
畜
や
人

に
対
す
る
症
状

が
顕
著
に
な
り
、

一
家
全
員
が
若

死
に
す
る
事
態

も
発
生
し
た
。

1
9
6
0
年
の

新
聞
に
は「
農
作

物
や
家
畜
の
被

害
は
精
錬
所
の

煙
が
原
因
だ
」と
し
て
調
査
の
要
望
が
出
た

が
、
住
民
の
健
康
被
害
は
問
題
に
さ
れ
な

か
っ
た
。
人
権
意
識
が
低
か
っ
た
の
か
、
風

評
被
害
を
恐
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。

1
9
6
0
年
代
後
半
に
は
全
国
で
公
害

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
、
1
9
7
1
年
に
環
境

庁
が
設
立
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
年
、
子
供
た
ち
の
健
康
調
査

を
行
っ
た
小
学
校
の
先
生
が
、
土
呂
久
に

埋
も
れ
て
い
た
公
害
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
直
ぐ
に
は
公
害
病
と
は

認
定
さ
れ
ず
、
第
4
の
公
害
病
と
認
定
さ

れ
た
の
は
1
9
7
3
年
で
あ
る
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
、
川
原
氏
の
支
援
者
・
記
録
者
と

し
て
の
土
呂
久
と
の
関
り
が
始
ま
る
。

1
9
7
5
年
に
開
始
さ
れ
た
裁
判
は
、

1
9
9
0
年
に
最
高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た

が
、
家
畜
や
人
へ
の
症
状
が
現
れ
て
か
ら
50

年
の
月
日
を
要
し
た
。
現
在
、
川
原
氏
は
、

ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
活
動
や
土

呂
久
を
環
境
学
習
の
場
所
と
し
て
の
活
動
も

行
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
土
呂
久
公
害
を
後

世
に
伝
承
す
る
た
め
の
展
示
資
料
館
が
必
要

で
あ
る
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
。（
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
担
当
理
事　

清
水
忠
雄
）

第
16
回
宮
崎
県
高
齢
者
大
会

第
16
回
宮
崎
県
高
齢
者
大
会

第
16
回
宮
崎
県
高
齢
者
大
会

第
16
回
宮
崎
県
高
齢
者
大
会

第
16
回
宮
崎
県
高
齢
者
大
会

宮
崎
医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
と
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
組
合
員
さ
ん
で
、『
ヘ
ル
ス

＆
ピ
ー
ス
』
サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
9
月
22
日
の
第
1
回
目
は
宮
崎
市

中
央
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
雨
天
の
た
め
、
急

き
ょ
宮
崎
医
療
生
協
の
大
会
議
室
で
健
康
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
代
表
の
横
山
け
い

子（
宮
崎
医
療
生
協
理
事
）
さ
ん
が「
健
康
の
た
め
に
体
を
動
か
し
て
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
平
和
や
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
18
名
の
組
合
員

さ
ん
は
、
く
の
字
体
操
や
指
の
体
操
、
あ
い
う
べ

体
操
な
ど
を
行
い
、
昼
食
は
減
塩
弁
当
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
体
操
や
お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し

か
っ
た
」「
弁
当
は
少
し
塩
分
が
足
ら
な
か
っ
た

の
で
、
家
で
の
料
理
は
い
か
に
塩
分
の
摂
り
す
ぎ

で
あ
る
か
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
意
見
討
論
で
は「
大
義
名
分

の
な
い
解
散
総
選
挙
の
意
味
は
何
な
の
か
」「
国

民
の
た
め
の
政
治
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活
動
は
2
〜
3
カ
月
に

1
度
の
開
催
予
定
で
す
。
次
回
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
計
画
で
す
。

コ
ー
プ
み
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ざ
き
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催
で
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共
催
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コ
ー
プ
み
や
ざ
き
と
共
催
で

　
　

サ
ー
ク
ル
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た

10
月
17
日（
火
）、
宮
崎
市
民

プ
ラ
ザ
で『
第
16
回
宮
崎
県
高

齢
者
大
会
』が
開
催
さ
れ
、
県

内
か
ら
1
2
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
の
部
は
①「
木
花

巡
回
バ
ス
〜
開
始
か
ら
10
年
の

道
の
り
〜
」、②「
何
歳
か
ら
で

も
体
力
は
つ
け
ら
れ
る
」、③

「
子
ど
も
の
貧
困
と
は
何
か
〜

子
ど
も
食
堂
に
か
か
わ
っ
て
〜
」、
と
3
つ
の
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
、
宮
崎
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
の
歌
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
宮
崎
日
日
新
聞
宮
日
文
芸
短

歌
欄
選
者
で
歌
人
の
大
口
玲
子
氏
が『
短
歌
で
世
界
を
見
て
見
る
と

〜
現
代
短
歌
か
ら
み
る
安
保
・
沖
縄
・
憲
法
〜
』
と
題
し
、「
短
歌
に

は
1
3
0
0
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
短
歌
は
小
説
と
は
違
う
魅
力

が
あ
り
感
動
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
72
年
前
の
戦
中
の
短
歌
は
気

持
ち
を
高
揚
さ
せ
る
歌
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
在
日
本
は
原
発

や
安
保
、
憲
法
改
憲
と
時
代
の
危
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
力
は
微
力
で
す
が
、
そ
の
時
の
社
会
情
勢
を
短
歌
で

詠
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
ご
自
身
の
短
歌
を
は
じ
め
著
名
な
歌
人
の
歌
を

紹
介
し
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。（
宮
崎
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会

事
務
局　

田
中
裕
人
）

記念講演の大口玲子氏記念講演の大口玲子氏

みんなで健康体操をみんなで健康体操を

土呂久鉱山の歴史を語る川原一之氏土呂久鉱山の歴史を語る川原一之氏

1
9
8
7
年
4
月
に
開
設
し
て
今
年
で
30
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
設
か
ら
2
0
0
0
年
ま

で
は
数
年
毎
に
小
児
科
医
が
交
代
し
て
い
ま
し
た

が
、
2
0
0
1
年
に
皆
さ
ん
良
く
ご
存
じ
の「
上

野
満
先
生
」が
赴
任
し
、
以
来
宮
崎
生
協
病
院

小
児
科
の
顔
と
し
て
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
度
下
期
か
ら
2
名
体
制
と
な
り
、

2
0
0
9
年
度
か
ら
3
名
体

制
、
2
0
1
3
年
度
下
期
か

ら
4
名
体
制
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

小
児
科
開
設
は
1
9
8
7
年

で
し
た
が
、
実
は
そ
れ
以
前
の

1
9
8
0
年
に
乳
児
健
診
が
始

ま
り
、
1
9
8
3
年
に
は
喘
息

児
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域

の
願
い
に
応
え
る
べ
く
内
科
医

師
が
実
施
し
た
も
の
で
し
た
。

一
般
外
来
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
乳
児
健
診
、
予
防
接
種

も
当
然
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
当
院
で
は
子

ど
も
の
入
院
も
で
き
ま
す
。

「
受
診
に
は
紹
介
状
が
必

要
？
」「
え
、
入
院
で
き
る
ん

で
す
か
？
」
な
ど
ま
だ
ま
だ

当
院
小
児
科
に
対
す
る
誤
解

が
あ
る
よ
う
で
す
。
時
に
は

組
合
員
さ
ん
か
ら
も
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
私
た
ち
の
力
不
足
、
努
力
不
足
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

4
名
の
小
児
科
医
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
が
あ

り
、
上
野
・
久
保
が
循
環
器
、
愛
甲
が
神
経
、

山
元
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。
一
般
診
療
を
行
い
つ

つ
専
門
分
野
で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
院
外
の
医

療
活
動
と
し
て
、
宮
崎
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

の
当
直
や
宮
崎
市
1
歳
半
・
3
歳
半
健
診
な
ど

地
域
医
療
の
一
端
も
担
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
生
協
病
院
の
小
児
科
医
は「
地
域
に
根
ざ

し
た
、
か
か
り
や
す
い
小
児
科
」
を
目
指
し
て
、

そ
し
て
上
野
先
生
が
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

「
科
学
的
デ
ー
タ
に
裏
付
け
さ
れ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
診
療
」
を
心
が
け
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
頑
張
り
の
お
か
げ
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
小
児
科
の
患
者
数
は
年
々
増
え
て
お

り
、
現
在
の
小
児
科
外
来
は
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
医
師
に
と
っ
て
も
手

狭
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨

年
あ
た
り
か
ら「
小
児
科
外
来
を

も
っ
と
大
き
く
し
よ
う
」
と
い
う
計
画

が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
進
行
中
で
す
。
病

院
北
側
駐
車
場
に
新
棟
を
建
て
る
予

定
で
す
が
、
実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
長

い
道
の
り
の
よ
う
で
す
。

現
在
小
児
科
医
を
目
指
し
て
県
外

で
研
修
中
の
先
生
と
、
来
年
度
か
ら

研
修
に
出
る
先
生
が
お
り
、
将
来
彼

ら
が
宮
崎
生
協
病
院
で
存
分
に
活
躍

で
き
る
よ
う
に
新
棟
建
設
は
何
と
し

て
も
実
現
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

小
児
科
で
は
毎
年「
子
育
て
す
く

す
く
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち（
時
に
は
お
父
さ
ん

も
）
が
す
く
す
く
教
室
に
参
加
し
て

い
る
間
、
子
守
が
必
要
な
の
で
す
が

病
院
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
人
数
が
足

り
ず
毎
回
組
合
員
さ
ん
た
ち
に
手

伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
児
科
が
組
合
員
さ
ん
た
ち
と
関
わ
る
こ
と

は
、
今
の
と
こ
ろ「
子
育
て
す
く
す
く
教
室
」ぐ
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
で
き
れ
ば
も
っ
と
交
流
が
で
き

る
と
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
班
会
や
勉
強

会
な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

宮
崎
生
協
病
院
小
児
科
の
更
な
る
発
展
を
願
っ

て
、
小
児
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々
奮
闘
中

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科
長　

山
元
弘
已
）
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史
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山元広己医師山元広己医師上野満医師上野満医師愛甲浩志医師愛甲浩志医師久保尚美医師久保尚美医師

◎駐車場に屋根をつけて欲しい。ベビーカーで来た時にずぶ濡れになる。
事務の人にベビーカーを見てくれと頼んだが断られた。

10月度宮崎生協病院利用委員会10月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

○駐車場に屋根を設置することは難しく、次期病院改修時に正面玄関前の屋根
の部分を検討します。事務の対応については、指導を行いました。

み ん な の 声
“おげんきですか”は新聞で読めないような真剣な話題から微笑ましく思
える『めだかの学校』『文芸欄』もあるので読み応えがあります。（宮崎
市Oさん女性）など多くの声を頂いています。

4品の料理を作りました4品の料理を作りました

医療福祉生協カレンダー販売
　全国の医療福祉生協では、まちづくりや健康づくり、居場所づ
くりなどに取り組んでいます。日本医療福祉生活協同組合連合会
では、2018年のカレンダーは2ヶ月ごとに各テーマを分かりやす
く紹介しています。1部200円です。購入ご希望の方は宮崎医療生
協本部をはじめ、病院・クリニックの窓口まで申し出ください。

＊お詫び　10月21日、宮崎医療生協主催“医療生協健康ウォーキング”は当日雨天
　　　　　のため中止となりました。


